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④　こども家庭相談及び女性相談の移転について
　⇒　電話回線工事の進捗にもよるが、早ければ平成２５年５月には移転したい。
⑤　市史資料室の移転について
　⇒　平成２５年８月までに桜土手古墳展示館内の改修工事を実施し、８月から徐々に
資料を移転し、９月中には移転を完了する予定である。

⑥　こども館内の改修について
　⇒　平成２５年１０月から工事を開始。現サポートセンター部分には２階の「なかよ
し広場」を移転、市史資料室は集会室として貸館機能を強化し、１２月には利用を開始
する予定で進めたい。

⑦　こども館による機能補完（利用範囲の拡大）について
　⇒　担当課では、当面は利用範囲の拡大（条例の改正等）は行わない意向である。本
町公民館や末広ふれあいセンターのこども及びこども団体の利用者をこども館で吸収
し、それぞれの施設の一般への利用を促進するという方法もある。しかし、「一館一機
能主義」を続けることは、市が掲げる再配置計画との整合が取れないため、今後、利用
範囲の拡大について早い段階で検討する必要がある。
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議　題

１　平成２５年度予算案について

②　曽屋ふれあい会館の廃館について
　⇒　平成２５年９月議会に条例の廃止を上程し、平成２５年度末で廃館する予定で土
地所有者（自治会）や利用者への周知を進める。自治会は法人化されているため、跡地
に開放型自治会館を建てることも可能。今後、自治会の意向を確認していく。

資料１　平成２５年度予算案一覧

配付資料

資料３　シンボル事業③等の推進に関するフロー

会　　　議　　　結　　　果

市民自治振興課課長補佐（市民活動支援担当）

③　市民活動サポートセンターの移転について
　⇒　遅くとも平成２５年６月末までには移転させたい。

①　「シンボル事業③ＷＧ」は、小規模地域施設の移譲と開放について調整するもので
あるが、平成２５年度に廃館を予定する曽屋ふれあい会館の土地所有者が地元自治会で
あることから、跡地利用の支援を行うとともに、機能補完や一連の施設の移転をこのＷ
Ｇで調整している。各担当課で計上した平成２５年度予算案は別紙のとおり。

資料２　シンボル事業③関連スケジュール案

２　事業スケジュールの調整

公共施設再配置推進課課長補佐 公共施設再配置推進課主任主事



備考

⑨　事業の一連の内容については、予算が議決された後、新年度早々にＰＴ・本部会で
決定するものとする。各部長も現場確認のうえ方向性は共有しているが、予算審議にあ
たっては説明が必要となるので、各部で情報共有を図っていただきたい。

⑧　小規模地域施設（自治会館、児童館）の地域への移譲の進捗について
　⇒　地域によっては自主的に施設を運営していくことに意欲を見せているところもあ
る。また、鶴巻地区の社協のように、民間の空き店舗を間借りした事例もある。公共施
設という枠にとらわれず、意欲のある地域・団体等は先行的に移譲や開放が実施できる
よう支援の方法を検討していくことが必要。なお、別のＷＧでの調整事項ではあるが、
西中学校体育館・西公民館の複合施設の建設にあたっては、しっかりとした青写真がな
ければ、施設内に自治会や団体のための専用スペースを設けることは難しい。


